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一人ひとりのくらし 社会・経済活動

　犯罪をした人等の中には、貧困や疾病、生育環境な
ど、様々な生きづらさを抱え、立ち直りに多くの困難が
あるケースが少なくはなく、早期に適切な保健医療・
福祉サービスにつなげることが重要です。
　再犯防止に関する施策は就労や住居、保健医療など

様々な分野に関連するため、情報共有を行い連携しな
がら、一体的に推進します。
　今後も学校や民間協力者、地域の人たちと連携し、立
ち直ろうと決意した人の背景を理解し受け入れる地域
社会づくりを進めていきます。

「第３期長浜市地域福祉計画」とは
　本計画(令和４年度～令和８年度)は、地域共生社会の実現
に向けた地域づくりや、地域課題の解決のための支援体制整
備等、『地域福祉』を推進するための指針です。
　アンケート等で市民ニーズを把握し、関係団体等と課題を
共有したうえで、協議を重ね策定しました。
　本計画をもとに地域で暮らすすべての人が「このまちに住
んでよかった」と実感できる社会の実現に取り組みます。

【基本理念】多様性を尊重し 地域の絆で ともに育み支えあい
 安心して暮らせるまち 長浜
【基本目標】
①「地域」を基礎とする支えあいのまち(地域を育てる)
②「ともに育む」仲間づくりのまち(仲間を育てる）
③「協働」による地域福祉のまち(しくみを育てる)

【地域共生社会による好循環のイメージ】

【基本目標③の取組み例】

　新型コロナにより生活困窮する人への支援
として、食料を中心とした「寄附から配布」の
流れをつくるフードバンク・フードドライブ
活動。
　市民団体「フードバンクながはま」では、地
域住民・企業・関係団体などの協力により活
動を展開され、多くの人の「思いやり」が届け
られています。

●多様性の尊重
●気にかけ合う関係性

●活躍の場づくり
●安心感のある暮らし

●働き手の創出
●地域資源の有効活用

●就労や社会参加の機会の提供
●民間企業による生活支援への参入

だれもが
役割を持てる
地域共生社会

第３期計画のポイント
①自助・共助・公助 ＋「互助」
　第２期計画では「自助」、「共助」、「公助」の３本の柱で推進してきましたが、市民アンケートの結果から、「住
民同士が交流して知りあう機会を増やすことや、助けあい、支えあえるしくみづくりが必要である」と考えて
いる人が多いことが分かりました。そのため、新たに『地域の人が互いに協力し、共に支え助けあうこと(＝互
助)』を加えました。
②多様性の尊重
　世代や地域により異なる事情があることから、多様性を尊重し、だれもが地域活動に参画しやすい環境整
備の推進を図ることを盛り込みました。多様性がもたらす新たな「視点」、「力」、「可能性」による地域共生社
会の実現をめざします。
③だれ一人取り残さない支援体制の充実
　複合化・複雑化したニーズへの対応、だれ一人取り残さない社会の実現に向け「重層的な支援体制づくり」
と「再犯防止を支援するしくみづくり」を盛り込みました。

　第３期となる計画では、これまでの計画がさらに発展し、地域共生社会づく
りの取組みが大いに盛り込まれた計画となりました。
　世代や地域、性別や国籍など、様々な違いを理解し合い「つながり」をつく
り、誰もが「住んでよかった」と思えるまちづくりをさらに進めるために、一人
ひとりのつながりを深めあう「地域共生」という考え方が求められています。
　社会福祉協議会ではこの目標達成をめざして、地域にお住いの皆さんと共
に、子育て中の人や高齢者、ひきこもり状態の人や働きづらさを抱える人な
ど、様々な困りごとに対して支援活動を展開してまいります。また、活動する
時には「楽しさ・やりがい」という要素もとても大切だと考えています。活動
に「楽しさ・やりがい」をしっかり取り入れ、みんなが主体的に活動に取り組
める。そんなつながりづくりを進めていきましょう。

　人口減少や少子高齢化等により、地域の支えあいの基盤を維持していくことが難しくなってきています。その
流れは、新型コロナの拡大により拍車がかかりました。また、貧困や社会的孤立、８０５０問題など様々な地域課
題に、公的サービスの対応だけでは困難となってきています。これらの現状やＳＤＧｓ(持続可能な開発目標)の
推進等を背景に、「地域で生活するすべての人の多様性を尊重し、だれ一人取り残さない地域共生社会の実現」を
めざし、新たに「第３期長浜市地域福祉計画」を策定しました。
　今回の特集では、人と人、人と資源が世代や分野を超えてつながることで、一人ひとりの暮らしと生きがい、地
域をともに創っていく“地域共生社会”の実現に向け、計画や取組み例を通して方向性を共有し、地域一体となって
地域福祉を推進するきっかけとします。

商工業 環境 交通等農林漁業

長浜市社会福祉協議会

会長 平
ひ ら い

井 和
か ず こ

子 さん

つながりでつくる
地域共生のまち

だれ一人取り残さない 地域共生社会の実現 に向けて

重層的な支援体制づくり

再犯防止を支援するしくみづくり

　様々な課題を抱える相談に対し、一体的・継続的に、地域・関係機関との連携による支援を行っています。
　市では「断らない相談窓口」を設置し、相
談を包括的に受け止め、適切な支援に繋げ
るとともに、本人の状態に応じた伴走支援
を行います。また、市内15地域で「暮らし
の支えあい検討会」を立ち上げ、地域の課題
解決に向けた取組みを支援しています。
　今後も包括的相談支援体制と住民主体の
課題解決を一体的に取り組んでいける体制
やしくみづくりを推進していきます。

特集

暮らしの支えあい
検討会の開催

◇地域づくり
市民の身近な地域において
市民が主体的に地域課題を把
握し解決を試みる体制づくり
を支援します。

教育委員会
教育センター
青少年センター

学校

保健所

医療機関

福祉団体

市民活動団体

自治会

ご近所さん

ボランティア
企業・商店

◇多機関協働
複合化・複雑化した課題に的確に対応
するため相談支援機関を総合的にコー
ディネートします。

◇参加支援
社会とのつながりをつく
るための支援をします。

権利擁護センター
相談支援事業所

就労支援機関

ハローワーク

◇包括的相談支援
世代や属性を越えた相談を
受け止め必要な支援につな
ぎます。

相談支援
包括化推進員

地域福祉
コーディネーター

市健康福祉部署
地域包括支援センター
子育て支援センター

くらしを支える市各部署

地域づくり協議会
社会福祉協議会

民生委員
児童委員
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

な
が
は
ま
見
聞
録

み
ん
な
の
掲
示
板

各
種
無
料
相
談

保
健
だ
よ
り

一
言
主
／

な
が
は
ま
の
文
化
財

み
ん
な
の
掲
示
板

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

お
元
気
で
す
か

今月のクリスタルプラザ、クリーンプラントおよび伊香クリーンプラザでの第４日曜日のごみ持込み日は
６月26日(日)です。※クリーンプラントは事前予約が必要です。問環境保全課☎６５－６５１３

今
年
度
か
ら
児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
が

原
則
不
要
に
な
り
ま
す

統
計
調
査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

滋
賀
県
知
事
選
挙

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
る
国
民
健
康
保
険
料
の
減
免
制
度

問 

子
育
て
支
援
課 

☎
65
・
６
５
５
４

問 

政
策
デ
ザ
イ
ン
課 

☎
65
・
６
５
０
５

問 
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

☎
65
・
６
５
０
３

問 

保
険
年
金
課 

☎
65
・
６
５
１
２　
〒
５
２
６・８
５
０
１　
八
幡
東
町
６
３
２
番
地

な
が
は
ま
チ
ャ
レ
ン
ジ
＆
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

応
援
事
業
補
助
金
の
ご
案
内

新
時
代
開
拓
支
援
事
業
補
助
金(
第
２
期)
を

募
集
し
ま
す

問 

商
工
振
興
課 

☎
65
・
８
７
６
６

問 

商
工
振
興
課 

☎
65
・
８
７
６
６

　
令
和
４
年
７
月
10
日(

日)

は
滋
賀
県
知
事
選

挙
の
投
票
日
で
す
。
あ
な
た
の
大
切
な
１
票

を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

 【
告
示
日
】

　
令
和
４
年
６
月
22
日(

水)
 【

投
票
で
き
る
人
】

〇 

18
歳
以
上(

平
成
16
年
７
月
11
日
以
前
に
出

生)

の
人

〇 

令
和
４
年
３
月
21
日
以
前
に
転
入
届
を
提

出
し
、
引
き
続
き
３
か
月
以
上
市
内
に
住

ん
で
い
る
人

〇 

県
内
の
他
市
町
に
転
出
し
た
人
は
、選
挙
管

理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
外
へ
転
出
し
た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
次
の
対

象
世
帯
は
、減
免
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。

 【
対
象
世
帯
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り

① 

世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
ま
た

は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
世
帯

② 

世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
が
事
業
な
ど

を
廃
業
ま
た
は
失
業
し
た
世
帯

③ 

世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
の
収
入
に
、

前
年
と
比
べ
て
30
％
以
上
の
減
少
が
見
込

ま
れ
る
世
帯(

た
だ
し
、
前
年
所
得
の
合
計

額
が
１
，
０
０
０
万
円
以
下
、
か
つ
、
減
少

し
た
所
得
以
外
の
所
得
が
４
０
０
万
円
以

下
で
あ
る
こ
と)

※ 

世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
と
は
、
世
帯

主
ま
た
は
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
う
ち

収
入
が
多
い
人
を
指
し
ま
す
。

 【
対
象
と
な
る
保
険
料
】

　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
３
月

31
日
ま
で
に
納
期
限
が
あ
る
令
和
４
年
度
分

の
保
険
料

 【
減
免
割
合
】

　
対
象
世
帯
の
う
ち

①
に
あ
て
は
ま
る
世
帯
：
全
額
免
除

② 

ま
た
は
③
に
あ
て
は
ま
る
世
帯
：
対
象
保

険
料
の
一
部
ま
た
は
全
部

 【
申
請
期
限
】

　
令
和
５
年
３
月
31
日(

金)

必
着

 【
申
請
方
法
】

〇
担
当
課
窓
口
で
直
接
申
請

〇 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
書
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、担
当
課
へ
郵
送

　
毎
年
６
月
に
児
童
手
当
の
受
給
者
は
現
況

届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今

年
度
か
ら
原
則
提
出
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
受
給
者
は
今
ま

で
ど
お
り
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

①
離
婚
協
議
中
で
配
偶
者
と
別
居
中
の
人

② 

支
給
要
件
児
童
の
戸
籍
や
住
民
票
が
な
い
人

③ 

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
等
に
よ
り
、
住
民
票

の
住
所
地
と
異
な
る
市
区
町
村
で
児
童
手

当
を
受
給
し
て
い
る
人

④
施
設
や
里
親
の
人

⑤
長
浜
市
か
ら
提
出
の
案
内
が
あ
っ
た
人

　
該
当
者
へ
は
現
況
届
の
提
出
案
内
を
郵
送

し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、
添
付
書
類

と
と
も
に
返
信
用
封
筒
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
添
付
書
類
に
つ
い
て
は
郵
送
す
る
書
面

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 【
提
出
期
間
】

　
６
月
１
日(

水)

～
30
日(

木)

　
統
計
調
査
の
業
務
に
従
事
す
る
人
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

 【
応
募
要
件
】

○ 

市
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
の
人
で
、
責
任

を
も
っ
て
調
査
事
務
を
遂
行
で
き
る
人

○ 
税
務
・
警
察
・
選
挙
事
務
に
直
接
関
係
が

な
い
人

 【
報
酬
・
待
遇
】

○ 

調
査
に
従
事
し
た
対
価
と
し
て
２
～
５
万

円
程
度
の
報
酬
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

※
報
酬
額
は
調
査
の
内
容
で
異
な
り
ま
す
。

○ 

統
計
調
査
の
規
模
や
対
象
地
域
は
調
査
を

実
施
す
る
年
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
年

間
を
通
じ
て
業
務
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。

○ 

統
計
調
査
員
は
、
統
計
調
査
で
知
り
得
た

内
容
に
つ
い
て
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。

 【
そ
の
他
】

○
今
年
度
に
実
施
さ
れ
る
統
計
調
査

　
就
業
構
造
基
本
調
査(

10
月
１
日)

○ 

応
募
方
法
の
詳
細
は
、
担
当
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
内
事
業
者
が
展
開
す
る
新
事
業
や
付
加

価
値
を
高
め
る
事
業
に
対
し
て
、経
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

 【
対
象
事
業
】

○
成
長
産
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
型

　

 

今
後
の
市
場
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
成
長
産

業
分
野
へ
の
参
入
、ま
た
は
市
場
拡
大
に
向

け
た
事
業(

補
助
率
２
／
３
、
補
助
限
度
額

２
０
０
万
円)

○
デ
ジ
タ
ル
活
用
応
援
型

　

 

業
務
効
率
化
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

導
入
と
、
そ
れ
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
時
間

や
人
材
を
活
用
し
て
新
し
く
展
開
す
る
事
業

(

補
助
率
１
／
２
、補
助
限
度
額
２
０
０
万
円)

○
地
域
資
源
活
用
型

　

 

地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
商
品
等
の
市
場

化
や
販
路
開
拓
に
関
す
る
事
業

　

(

補
助
率
１
／
２
、補
助
限
度
額
50
万
円)

 【
対
象
者
】

　

市
内
に
本
店
所
在
地
ま
た
は
主
な
事
業
所

を
有
す
る
中
小
企
業
者
等

 【
申
請
期
間
】

　
６
月
下
旬
頃
か
ら
１
か
月
程
度
を
予
定

 【
補
助
金
説
明
会
】

〇
日
時
：
６
月
15
日(

水)

10
時
～

〇
場
所
：
市
役
所
本
庁
舎(

八
幡
東
町) 

３
階

　
　
　
　
３-

Ｂ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム 

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
事
業
者
の
将
来
を
見
据
え
た
新
た
な
取
組

み
を
、
コ
ロ
ナ
後
の
市
内
産
業
の
成
長
に
繋

げ
る
た
め
、
事
業
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

　
申
請
を
希
望
す
る
事
業
者
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
、
対
象
事
業
の
詳
細
を
確
認
の

う
え
、
申
請
期
間
内
に
必
要
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

 【
対
象
者
】

　
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
等
を
有
す

る
中
小
企
業
者(

中
小
企
業
基
本
法
第
２
条

第
１
項
に
規
定
す
る
中
小
企
業
者
。
個
人
ま

た
は
法
人)

 【
補
助
率
】

　
補
助
対
象
経
費
の
２
／
３
以
内

 【
補
助
上
限
額
】

　
３
０
０
万
円
～
１
，０
０
０
万
円

※
常
勤
従
業
員
数
に
よ
り
異
な
る

 【
事
業
実
施
期
間
】

　
交
付
決
定
後(

８
月
頃)

～
令
和
５
年
１
月

31
日

 【
対
象
事
業
】

①
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
す
る
事
業

②
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
関
す
る
事
業

③
工
場
就
労
環
境
改
善
に
関
す
る
事
業

④
働
き
方
改
革
に
関
す
る
事
業

⑤
人
材
育
成
に
関
す
る
事
業

⑥
人
材
確
保
に
関
す
る
事
業

⑦
販
路
拡
大
に
関
す
る
事
業

⑧ 

事
業
再
構
築
補
助
金
の
採
択
に
向
け
た
事

業
※ 

総
事
業
費
が
２
０
０
万
円
未
満
の
事
業
は

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

 【
申
請
期
間
】

　
６
月
下
旬
頃
か
ら
３
週
間
程
度
を
予
定

 【
補
助
金
説
明
会
】

〇
日
時
：
６
月
23
日(

木)

13
時
30
分
～

〇
場
所
： 

長
浜
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー(

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン
内)

※ 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

長
浜
市
連
合
自
治
会
の
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た

問 

市
民
活
躍
課 

☎
65
・
８
７
１
１

　
長
浜
市
連
合
自
治
会
定
期
総
会(

書
面
会
議)

が
開
催
さ
れ
、
今
年
度
の
役
員
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
会
長
、
副
会
長
、
監
事
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。
１
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

会　
長　
藤
居 

伸
之 

氏(

神
照
連
合)

副
会
長　
渡わ

た

辺な
べ 

誠せ
い

行こ
う 

氏

　
　
　
　

(

長
浜
ま
ち
な
か
連
合
）

　
　
　
　
藤ふ

じ

本も
と 

隆た
か

章あ
き 

氏(

速
水
連
合)

　
　
　
　
松ま

つ

田だ 

忠ち
ゅ
う

次じ

郎ろ
う 

氏(

高
月
連
合)

監　
事　
中な

か

嶋じ
ま 

利と
し

明あ
き 

氏(

田
根
連
合)

　
　
　
　
国く

に

友と
も 

富と
み

明あ
き 

氏(

虎
姫
連
合)

毎月第２土曜日は市民献血デーです。献血へのご協力をお願いします。６月11日(土)西友長浜楽市店　10時～ 11
時30分、13時～ 15時30分　詳細は滋賀県赤十字血液センターホームページまで。問健康企画課 ☎６５－７７７９

▲藤
ふ じ い

居 伸
のぶゆき

之 氏
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

な
が
は
ま
見
聞
録

み
ん
な
の
掲
示
板

各
種
無
料
相
談

保
健
だ
よ
り

一
言
主
／

な
が
は
ま
の
文
化
財

み
ん
な
の
掲
示
板

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

お
元
気
で
す
か

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
等
工
事
に
補
助
し
ま
す

ご
利
用
く
だ
さ
い「
行
政
相
談
」

市
職
員
を
募
集
し
ま
す

無
料
で
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
が
受
け
ら
れ
ま
す

問 

建
築
課
建
築
指
導
室 

☎
65
・
６
５
４
３

問 

総
務
課 

☎
65
・
６
５
０
３

問 
人
事
課 

☎
65
・
６
５
０
２

問 

建
築
課
建
築
指
導
室 

☎
65
・
６
５
４
３

　

 

〒
５
２
６・８
５
０
１　
八
幡
東
町
６
３
２
番
地

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う

避
難
路
等
に
面
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

安
全
確
保
の
た
め
の
工
事
に
補
助
し
ま
す

問 

建
築
課
建
築
指
導
室 

☎
65
・
６
５
４
３

問 

建
築
課
建
築
指
導
室 

☎
65
・
６
５
４
３

 【
職
種
・
人
数
】

①
一
般
事
務
職(
上
級)　
18
人

②
土
木
技
術
職(

上
級)　
３
人
程
度

③
建
築
技
術
職(

上
級)　
３
人
程
度

④
電
気
技
術
職(

上
級)　
３
人
程
度

⑤
社
会
福
祉
士(

上
級)　
２
人

⑥
心
理
判
定
員(

上
級)　
１
人

⑦
保
健
師(

上
級)　
１
人

⑧
幼
児
教
育
職　
５
人

⑨   

一
般
事
務
職(

初
級
・
し
ょ
う
が
い
者
枠)

　
１
人

⑩ 

キ
ャ
リ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ(

社
会
人
経
験
者
枠)　

３
人

 【
応
募
方
法
等
】

　

各
職
種
の
受
験
案
内
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の「
正
規
職
員
募
集
情
報
」か
ら
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

 【
申
込
期
限
】

　
６
月
17
日(

金)

※
⑤
⑨
は
８
月
26
日(

金)

　

耐
震
診
断
員
を
派
遣
し
、
木
造
住
宅
の
耐

震
診
断
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

 【
対
象
住
宅
】

　

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
市
内
の
住

宅〇 

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
、
完

成
し
て
い
る
も
の

〇 

延
べ
面
積
の
半
分
以
上
が
住
宅
用
に
な
っ

て
い
る
も
の

〇 

階
数
が
２
階
以
下
か
つ
延
べ
面
積
３
０
０

㎡
以
下
の
も
の

〇 

木
造
軸
組
工
法
の
も
の(

枠
組
壁
工
法
、
丸

太
組
工
法
等
で
な
い
も
の)

 【
診
断
内
容
】

　

耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造
評
点
が
0.7

未
満
の
場
合
に
は
、
耐
震
改
修
の
概
算
費
用

の
算
出
を
行
い
ま
す（
希
望
者
の
み
）。

 【
申
込
期
間
】事
業
予
算
内
で
先
着
順

　
６
月
１
日(

水)

～
７
月
29
日(

金)
 【

申
込
方
法
】

　

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
直
接
ま
た
は
郵
送

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

申
込
用
紙
は
担
当
課
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
耐
震
診
断
の
結
果
、
倒
壊
の
可
能
性
が
高

い
と
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
に

対
し
、そ
の
費
用
を
一
部
補
助
し
ま
す
。

　
ま
た
、
耐
震
改
修
工
事
と
併
せ
て
行
う
地

震
避
難
時
の
一
助
と
な
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改

修
工
事
費
も
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

 【
対
象
住
宅
】

　
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
市
内
の
木

造
住
宅

〇 

耐
震
診
断
の
結
果
、
総
合
評
点
が
0.7
未
満

と
さ
れ
た
も
の

〇 

市
が
行
う「
無
料
耐
震
診
断
」の
対
象
と
な

る
も
の

 【
対
象
者
】

　
対
象
と
な
る
住
宅
を
所
有
し
、
次
の
す
べ

て
の
要
件
を
満
た
す
人

〇
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
人

〇 

対
象
工
事
に
つ
い
て
、
国
・
県
・
市
の
他

の
制
度
に
よ
る
補
助
を
受
け
て
い
な
い
人

 【
申
込
期
間
】事
業
予
算
内
で
先
着
順

　
６
月
１
日(

水)

～
７
月
29
日(

金)
 【

申
込
方
法
】

　

事
業
の
着
工
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
申
込
み
時
に
必
要
な
設
計
図
・
見
積
書

等
の
書
類
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
の
で
、
必

ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※ 

補
助
を
受
け
る
に
は
、
滋
賀
県
講
習
会
修

了
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
設
計
者
・

施
工
者
に
依
頼
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※ 

平
成
25
年
に
耐
震
改
修
促
進
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
住
宅
等
に
つ
い
て
も
耐
震
診

断
お
よ
び
必
要
に
応
じ
た
耐
震
改
修
の
努

力
義
務
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
相

談
相
手
と
し
て
、国
の
事
務
に
関
す
る
苦
情
な

ど
の
相
談
を
受
け
付
け
、助
言
や
関
係
行
政
機

関
に
対
す
る
通
知
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
国
道
、一
級
河
川
、年
金
、健
康
保
険
、雇
用

保
険
、労
災
保
険
、戸
籍
、登
記
な
ど
に
関
す

る
国
の
事
務(

県･
市
町
に
委
任
し
て
い
る
事

務
な
ど
も
一
部
含
み
ま
す)
で
困
っ
た
と
き

は
、
お
気
軽
に
行
政
相
談
委
員
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
市
内
の
行
政
相
談
所
の
開
設
場
所
・
日
時

に
つ
い
て
は
13
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
相
談
委
員
法
に

基
づ
き
、
総
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
民
間
有

識
者
で
あ
り
、
ご
相
談
は
無
料
・
予
約
不

要
・
秘
密
厳
守
で
す
。

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
、厳
し
い
自
然
環
境
の
も
と

で
年
数
と
と
も
に
老
朽
化
し
、ブ
ロ
ッ
ク
の
ひ

び
割
れ
や
欠
け
、
鉄
筋
の
さ
び
、
塀
の
傾
き
等

が
発
生
し
ま
す
。

　
ま
た
、建
築
基
準
法
の
規
定
を
満
た
さ
な
い

ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
、危
険
な
状
態
に
な
っ
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
維
持
管
理
は
、所
有
者
・
管

理
者
の
責
任
で
す
。日
頃
か
ら
点
検・診
断
し
、

適
切
な
維
持
管
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〇 

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
に
よ
り
犠
牲
者
が
出

て
い
ま
す
。

〇 

倒
れ
た
塀
が
道
路
を
ふ
さ
ぎ
、
避
難
や
救

助
・
消
防
活
動
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

〇 

子
ど
も
が
登
っ
て
遊
ん
で
い
る
と
き
に
倒

壊
し
、人
身
事
故
が
起
こ
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

通
学
路
に
面
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

所
有
者
へ
の
お
願
い

　

通
学
路
に
面
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
適
切

な
維
持
管
理
は
、児
童
を
は
じ
め
と
す
る
歩
行

者
の
安
全
性
の
確
保
に
つ
な
が
り
ま
す
。
早

急
に
点
検
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　
点
検
の
結
果
、危
険
性
が
確
認
さ
れ
た
場
合

に
は
、付
近
の
通
行
者
へ
の
注
意
表
示
等
を
す

る
と
と
も
に
、速
や
か
に
補
修
ま
た
は
撤
去
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

｢

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
」を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、点
検
時
に
は

必
要
に
応
じ
て
専
門
家
の
意
見
を
聞
く
な
ど
、

安
全
確
保
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

地
震
等
の
災
害
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

の
倒
壊
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
市
内
に
あ

る
避
難
路
等
に
面
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
除

却
、建
替
え(

除
却
後
に
新
設
す
る
も
の)

、改

修
に
対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

 【
対
象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
】

　
市
内
に
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
で
次
の
す
べ
て

の
要
件
を
満
た
す
も
の

〇
通
学
路
等
の
避
難
路
等
に
面
す
る
も
の

〇 

補
強
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
ま
た
は

組
積
造
の
塀
で
、
道
路
面
か
ら
の
高
さ
が

60 cm
以
上
の
も
の

〇 

耐
震
診
断
の
結
果
、
倒
壊
危
険
性
が
あ
る

と
判
断
さ
れ
た
も
の(

建
築
基
準
法
に
違

反
し
て
い
な
い
も
の
に
限
る)

 【
対
象
者
】

　
ブ
ロ
ッ
ク
屏
等
の
所
有
者
で
次
の
す
べ
て

の
要
件
を
満
た
す
人

〇
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
人

〇 

対
象
工
事
に
つ
い
て
、国
、県
、市
の
そ
の
他

の
制
度
に
よ
る
補
助
を
受
け
て
い
な
い
人

 【
対
象
と
な
る
工
事
】

○ 

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
高
さ
を
道
路
面
か
ら
60 

cm
未
満
に
す
る
撤
去
工
事

○ 

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
耐
震
補
強
工
事(
安
全

性
が
確
認
で
き
る
も
の
に
限
る)

○
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
後
の
新
設
工
事

※ 

工
事
に
つ
い
て
は
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま

す
。

 【
補
助
金
額
】

　
補
助
対
象
工
事
費
の
２
／
３

　

(

限
度
額
10
万
円)

※ 

補
助
金
交
付
決
定
ま
で
に
着
手(

工
事
業

者
と
の
契
約
を
含
む)

し
た
場
合
は
、
こ
の

事
業
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

 【
申
込
期
間
】事
業
予
算
内
で
先
着
順

　
６
月
１
日(

水)

～
７
月
29
日(

金)

※ 

申
込
み
時
に
必
要
な
図
面
・
見
積
書
等
の

書
類
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
の
で
、
必
ず

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ア
ス
ベ
ス
ト
の
含
有
分
析
調
査
に
補
助
し
ま
す

問 

建
築
課
建
築
指
導
室 

☎
65
・
６
５
４
３

　

市
内
の
既
存
建
築
物
に
施
工
さ
れ
て
い
る

吹
き
付
け
建
材
の
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
分
析
調

査
の
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
有
す
る
民
間
建

築
物
の
把
握
と
そ
の
除
去
を
促
進
し
、市
民
の

生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

 【
申
込
期
間
】事
業
予
算
内
で
先
着
順

　
６
月
１
日(

水)

～
７
月
29
日(

金)

※ 

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ま
た
は
担
当

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

な
が
は
ま
見
聞
録

み
ん
な
の
掲
示
板

各
種
無
料
相
談

保
健
だ
よ
り

一
言
主
／

な
が
は
ま
の
文
化
財

み
ん
な
の
掲
示
板

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

お
元
気
で
す
か

　
誰
も
が
安
心
し
て
外
出
で
き
る
ま
ち
を

め
ざ
し
て
、市
が
保
険
に
加
入
し
、認
知
症

の
あ
る
人
の
も
し
も
の
事
故
に
備
え
る
個

人
賠
償
責
任
保
険
を
始
め
ま
す
。

　
こ
の
保
険
は
、
店
内
の
商
品
を
誤
っ
て

落
と
し
て
し
ま
っ
た
り
、
踏
切
や
線
路
に

誤
っ
て
立
ち
入
っ
て
、
列
車
の
運
行
を
遅

延
さ
せ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
な
ど
、
認
知

症
の
あ
る
人
の
偶
発
的
な
事
故
に
よ
っ
て

法
律
上
の
損
害
賠
償
が
発
生
し
た
と
き
、

損
害
賠
償
金
を
補
償
す
る
も
の
で
す
。

　
保
険
加
入
に
よ
り
、
認
知
症
の
あ
る
人

と
そ
の
家
族
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
、
外
出
や
社
会
参
加
に
つ
な
が
る
こ
と

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
人
は
、

ぜ
ひ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

 【
対
象
】

　
認
知
症
等
に
よ
り
行
方
不
明
に
な
る
心

配
の
あ
る
市
民(

保
険
の
申
請
と
併
せ
て
、

認
知
症
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ほ
ん
わ
か
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
の
登
録
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い)

※ 
認
知
症
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ほ
ん
わ
か

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
と
は
、
行
方
不
明

時
に
協
力
員
に
メ
ー
ル
配
信
を
し
て
早

期
発
見
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

 【
自
己
負
担
額
】

　
無
料(

保
険
料
は
市
が
負
担)

 【
申
請
方
法
】

　
申
請
書
を
担
当
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
書
は
担
当
課
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

 【
申
込
先
】

　
長
寿
推
進
課〈
本
庁
舎
１
階
〉

避
難
支
援・見
守
り
支
え
あ
い
制
度
　

認
知
症
高
齢
者
等
お
で
か
け
あ
ん
し
ん
保
険

を
始
め
ま
す

問 
社
会
福
祉
課 

☎
65
・
６
５
３
６

　

 
長
寿
推
進
課 

☎
65
・
７
７
８
９

問 

長
寿
推
進
課 

☎
65
・
７
８
４
１

「
い
つ
も
」の
つ
き
あ
い
が

　
　
　
　「
も
し
も
」に
活
き
る

　
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
人
の
避
難
支
援
で

は
、日
ご
ろ
か
ら
の
声
掛
け
や
、協
力
し
て
行
動

す
る
「
支
え
あ
い
の
体
制
」
が
重
要
に
な
り
ま

す
。

　

市
で
は
「
避
難
支
援
・
見
守
り
支
え
あ
い
制

度
」
に
よ
り
、
身
近
な
自
治
会
組
織
が
主
体
と

な
っ
た
避
難
支
援
体
制
づ
く
り
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
や
体
の
不
自
由
な
人
な
ど
か
ら
申
し
出
を
受

け
、自
治
会
や
防
災
組
織
、民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
支
援
体
制
を
つ
く
る
と
と

も
に
、
市
と
社
会
福
祉
協
議
会
が
必
要
な
情
報

を
共
有
す
る
も
の
で
す
。

 【
登
録
方
法
】

　

申
請
書
類
を
下
記
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
書
類
は
下
記
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
郵

送
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
担
当
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※ 

登
録
は
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
自

治
会
長
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、市
、社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 【
登
録
対
象
者
】

　
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
重
い
し
ょ
う
が
い

の
あ
る
人
な
ど
、
日
常
生
活
に
手
助
け
が
必
要

な
人
や
、避
難
を
す
る
際
に
支
援
が
必
要
な
人

 【
提
出
先
】

〇
長
寿
推
進
課〈
本
庁
舎
１
階
〉

　
☎
65
・
７
７
８
９

〇
し
ょ
う
が
い
福
祉
課〈
本
庁
舎
１
階
〉

　
☎
65
・
６
３
７
２

〇
社
会
福
祉
協
議
会〈
さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン
３
階
〉

　
☎
62
・
１
８
０
４

※ 

制
度
の
内
容
や
登
録
手
続
き
の
方
法
に
つ
い

て
説
明
す
る
出
前
講
座
も
あ
り
ま
す
の
で
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
社
会
福
祉
課〈
本
庁
舎
１
階
〉

　
☎
65
・
６
５
３
６

　

不
燃
ご
み
に
ス
プ
レ
ー
缶
や
ラ
イ
タ
ー
、

使
用
済
み
乾
電
池
類
が
混
入
し
、
収
集
車
両

や
処
理
施
設
で
火
災
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
火
災
は
周
辺
住
民
の
み
な
さ
ん
に
被
害

が
及
び
、
ま
た
作
業
員
の
人
命
に
関
わ
る
重

大
事
故
に
も
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
る
た

め
、安
全
な
ご
み
収
集
・
処
理
の
た
め
に
、改

め
て
分
別
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
ス
プ
レ
ー
缶

①
資
源
ご
み
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

② 

キ
ャ
ッ
プ
を
と
っ
て
、
中
身
を
使
い
切
り
、

穴
を
あ
け
て
ガ
ス
を
抜
い
て
か
ら
、「
ス

プ
レ
ー
缶
」
と
表
示
さ
れ
た
回
収
容
器
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

③ 

さ
び
て
い
た
り
、
汚
れ
て
い
た
り
す
る
も

の
で
も
資
源
ご
み
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
ラ
イ
タ
ー

①
資
源
ご
み
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

② 「
ラ
イ
タ
ー
」
と
表
示
さ
れ
た
回
収
容
器
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
で
き
る
だ
け
ガ
ス
を
抜
い
て
く
だ
さ
い
。

④ 

汚
れ
て
い
る
場
合
で
も
資
源
ご
み
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

〇
使
用
済
み
乾
電
池
類

①
資
源
ご
み
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

② 「
使
用
済
み
乾
電
池
」
と
表
示
さ
れ
た
回
収

容
器
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③ 

腐
食
し
て
い
て
も
資
源
ご
み
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

〇
ポ
リ
タ
ン
ク

①
必
ず
中
身
を
使
い
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

② 

キ
ャ
ッ
プ
を
外
し
、
空
の
状
態
に
し
て
粗

大
ご
み
、
ま
た
は
指
定
袋
に
入
れ
て
不
燃

ご
み
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
燃
ご
み
の
収
集
中
、
安
全
措
置
が
施
さ

れ
て
い
な
い
刃
物
に
よ
り
、
収
集
作
業
員
が

け
が
を
負
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
一
度
、「
こ
ほ
く
る
～
る
」
を
よ
く
読
ん

で
適
切
な
ご
み
出
し
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

〇
安
全
な
不
燃
ご
み
の
出
し
方

　

包
丁
や
ナ
イ
フ
な
ど
の
鋭
利
な
ご
み
は
、

紙
や
布
な
ど
に
包
み
、
包
ん
だ
も
の
に
内
容

物
を
記
入
し
た
う
え
で
、
安
全
措
置
を
施
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

発
火
物
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て

問 

環
境
保
全
課 

☎
65
・
６
５
１
３

健
康
推
進
員
養
成
講
座 

受
講
生
募
集

問 

健
康
企
画
課 

☎
65
・
７
７
７
９

　
健
康
推
進
員
は
、
地
域
で
減
塩
な
ど
の
啓

発
や
運
動
教
室
を
開
催
し
た
り
、
家
族
や
ご

近
所
な
ど
身
近
な
人
た
ち
へ
健(

検)

診
を
呼

び
か
け
た
り
す
る
な
ど
、
健
康
づ
く
り
を
推

進
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
現
在
２
９
２

人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
興
味
が
あ
る
人
は
、
下
記
の
と
お
り
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

 【
対 

象 

者
】

　
市
内
在
住
で
健
康
づ
く
り
に
関
心
が
あ

り
、
受
講
終
了
後
、
市
の
健
康
推
進
員
と
し

て
地
域
で
活
動
す
る
意
思
が
あ
る
人

 【
定
　
　
員
】15
人(

先
着)

 【
講
座
期
間
】７
月
～
12
月　
全
10
回

 【
内
　
　
容
】下
記
表
の
と
お
り

 【
受 

講 

料
】無
料

 【
申
込
期
限
】６
月
24
日(

金)
 【

申
込
方
法
】

　
電
話
で
担
当
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状

況
に
よ
り
、
日
程
・
会
場
の
変
更
及
び
講
座

を
延
期
・
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
講

座
の
詳
細
に
つ
い
て
は
受
講
者
に
別
途
案

内
し
ま
す
。

日 時 会 場 内 容（予 定）

 7 月 8 日 (金)  9 時～ 12 時 10 分 ながはまウェルセンター ・開講式・オリエンテーション　・健康づくり
・生活習慣病予防　・健康推進員活動について

 8 月 9 日 (火)  9 時 30 分～ 12 時 米原市役所本庁舎（米原市合同）・公衆衛生について　・食中毒と食品衛生の知識

 8 月 23 日 (火)  9 時～ 12 時 20 分 ながはまウェルセンター ・介護予防　・喫煙とアルコール
・こころとからだの健康づくり

 8 月～11月 13 時 30 分～ 15 時 市民交流センター ・湖北医師会が実施される「健康教室」を受講
  ８月、９月、10 月、11 月から１日選択

 9 月 12 日 (月) 10 時～ 12 時 ながはまウェルセンター ・運動「メタボの予防」
 9 月 30 日 (金) 10 時～ 12 時 神照まちづくりセンター ・運動「ロコモ予防」
 8 月～11 月 各地区 ・地域実習 ( 健康推進員地区活動への参加 )
10 月 26 日 (水)  9 時～ 12 時 10 分 北部健康推進センター ・減塩について・歯科保健について

11 月 4 日 (金)  9 時 50 分～ 16 時 ながはまウェルセンター ・母子保健について　・母子栄養について
・食育について　・食生活プランの立て方

12 月 1 日 (木)  9 時～ 12 時 ながはまウェルセンター ・ 調理実習振り返り  ・健康推進員がすすめる地
域の健康づくり　・閉講式　・修了証授与
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2022年６月号 10

お
知
ら
せ

な
が
は
ま
見
聞
録

み
ん
な
の
掲
示
板

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

各
種
無
料
相
談

保
健
だ
よ
り

一
言
主
／

な
が
は
ま
の
文
化
財

み
ん
な
の
掲
示
板

お
元
気
で
す
か

高
齢
者
向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座(

基
礎
講
座)

の
開
催

日
曜
日
の
乳
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す

問 
長
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会 

☎
62
・
１
８
０
４

問 

健
康
推
進
課 

☎
65
・
７
７
５
９

　
高
齢
者
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
日
々
の
暮
ら

し
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
操
作
方
法
を
学
ぶ

基
礎
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

 【
対
象
者
】

　
65
歳
以
上
の
人
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お

持
ち
で
な
い
人
、
ま
た
は
持
っ
て
い
る
が
使
い

方
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
人

 【
日
程
】６
月
30
日(

木)

①
10
時
～
11
時
30
分

 

②
13
時
30
分
～
15
時

※ 

①
②
の
ど
ち
ら
か
の
日
程
を
選
ん
で
く
だ
さ

い
。

 【
場
所
】

　
湖
北
福
祉
ス
テ
ー
シ
ョ
ン(

湖
北
町
速
水)

 【
内
容
】

　
貸
出
用
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用
し
、
電
話

の
か
け
方
、
メ
ー
ル
の
送
受
信
、
ア
ド
レ
ス
登

録
、写
真
撮
影
等
の
操
作
方
法
を
学
び
ま
す
。

 【
講
師
】ソ
フ
ト
バ
ン
ク(

株)
 【

定
員
】各
回
５
人

 【
受
講
料
】無
料

 【
申
込
期
間
】６
月
13
日(

月)

～
24
日(

金)
 【

申
込
方
法
】

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
乳
が
ん
は
女
性
の
11
人
に
１
人
が
か
か
る
と

い
わ
れ
、
女
性
が
一
生
の
う
ち
で
一
番
か
か
り

や
す
い
が
ん
で
す
。

　
２
年
に
１
回
は
乳
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と

が
大
事
で
す
。
よ
り
多
く
の
人
が
受
診
で
き
る

よ
う
、
医
療
機
関
で
日
曜
日
の
乳
が
ん
検
診
を

実
施
し
ま
す
。
検
診
は
受
診
者
が
安
心
し
て
受

診
で
き
る
よ
う
に
、
感
染
症
対
策
を
講
じ
な
が

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
自
身
の
健

康
と
向
き
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

 【
場
　
所
】�市
立
長
浜
病
院
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
究
セ

ン
タ
ー(

大
戌
亥
町)

 【
日
　
程
】６
月
19
日(

日
）、７
月
10
日(

日
）

 

10
月
２
日(

日
）、11
月
６
日(

日)

 【
対
象
者
】40
歳
以
上
の
女
性

 
(

２
年
に
１
回
の
受
診)

 【
料
　
金
】49
歳
以
下 

１
，８
０
０
円

 

50
歳
以
上 

１
，５
０
０
円

 【
申
込
先
】

　
市
立
長
浜
病
院
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー

(

☎
68
・
２
３
３
５)

へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い(

先
着
順)

。

※ 

乳
が
ん
検
診
と
同
日
に
、大
腸
が
ん
検
診
、肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
も
受
診
で
き
ま
す
。

※ 

土
曜
日
に
受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
長
浜
市

立
湖
北
病
院(

木
之
本
町
黒
田)

で
受
診
で
き

ま
す
の
で
、
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

産
前
産
後
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

「
に
じ
い
ろ
」を
開
設
し
ま
し
た

　
産
前
産
後
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

「
に
じ
い
ろ
」は
、
助
産
師
が
中
心

と
な
り
、
安
心
し
て
子
育
て
の
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、

４
月
か
ら
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
活
動
の
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
を
行
う

妊
産
婦
さ
ん
と
そ
の
家
族(

特
に

父
親
に
な
る
人)

を
対
象
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
妊
娠
期
に
合
わ
せ
た

３
教
室
を
、
六
荘
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
内
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、個
別
相
談
と
し
て
、母
乳

相
談
や
こ
こ
ろ
の
相
談
も
妊
娠
中

か
ら
産
後
ま
で
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。

　
長
浜
市
が
行
っ
て
い
る
産
後
ケ

ア
事
業(

宿
泊
型
・
デ
ィ
サ
ー
ビ

ス
型
・
訪
問
型)

で
は
、出
産
後
１

年
を
経
過
し
な
い
お
母
さ
ん
や
お

子
さ
ん
を
対
象
に
、
家
族
か
ら
十

分
な
家
事
、
育
児
な
ど
の
援
助
が

受
け
ら
れ
ず
、
心
身
の
不
調
や
育

児
不
安
が
あ
る
お
母
さ
ん
へ
、
産

後
ケ
ア
や
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、
子
ど
も
た
ち
の

教
育
の
現
場
で
は
、
性
暴
力
の
防

止
に
向
け
て
、
幼
児
期
か
ら
性
に

関
す
る
教
育
を
進
め
ま
す
。
長
浜

市
内
の
幼
稚
園
・
保
育
施
設
等
の

依
頼
を
受
け
、
子
ど
も
た
ち
が
性

暴
力
か
ら
自
身
を
守
る
た
め
の
授

業
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
の
い
の
ち
・
暮
ら
し
を
ま
も

り
支
え
る
予
防
的
視
点
に
立
ち
、

そ
の
人
ら
し
く
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

こ
と
を
支
援
す
る
拠
点
を
め
ざ
し

て
、
皆
さ
ん
に
寄
り
添
う
ケ
ア
を

提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

問 

市
立
長
浜
病
院

　

 

☎
68
・
２
３
０
０〈
代
表
〉

市立病院通信-○-134

このコーナーでは、病院施設や事業のほか、生活に役立つ “健康豆知識 ”
などを紹介します。

▲にじいろのスタッフ一同

　

市
で
は
、「
第
８
期
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン

な
が
は
ま
21(

長
浜
市
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
）」
を
策
定

し
、
高
齢
者
保
健
・
福
祉
・
介
護
事
業
の

円
滑
な
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

計
画
の
見
直
し
や
、
今
後
の
高
齢
者
福
祉

事
業
の
推
進
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
あ

た
り
、
と
も
に
考
え
、
ご
意
見
を
い
た
だ

け
る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

 【
募
集
対
象
・
人
数
】

　
４
人
以
内

　
65
歳
以
上　
２
人
程
度

　
40
～
64
歳　
２
人
程
度

 【
応
募
資
格
】

　
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

①
市
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
人

　

 (

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
に
40
歳
に

な
る
人
を
含
む)

② 

高
齢
者
福
祉
、
介
護
保
険
事
業
の
仕
組

み
や
地
域
で
の
取
組
み
に
関
心
が
高

く
、
広
い
視
野
か
ら
意
見
や
提
言
が
で

き
る
人

③ 

平
日
の
日
中
に
年
数
回
開
催
す
る
会

議
に
出
席
で
き
る
人

④ 

国
や
地
方
公
共
団
体
の
職
員
や
議
会

議
員
で
な
い
人

 【
任
期
】

　

令
和
４
年
８
月
１
日
～
令
和
７
年
７

月
31
日
の
３
年
間

 【
応
募
方
法
】

　
任
意
の
様
式
に
、①
住
所
、②
氏
名
、③

性
別
、④
年
齢
、⑤
電
話
番
号
、⑥
応
募
動

機
や
高
齢
者
の
介
護
・
福
祉
に
対
す
る

意
見
を
記
入
し
、
担
当
課
に
直
接
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

で
の
提
出
も
受
け
付
け
ま
す
。

 【
選
考
方
法
等
】

　
応
募
書
類
を
も
と
に
選
考
し
、
７
月
上

旬
に
結
果
を
応
募
者
全
員
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

 【
応
募
期
限
】

　
６
月
21
日(

火)

当
日
消
印
有
効

高
齢
者
保
健
福
祉
審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

問 

長
寿
推
進
課　
☎
65
・
７
７
８
９　
FAX
64
・
１
４
３
７

　

choju@
city.nagaham

a.lg.jp

　
〒
５
２
６・８
５
０
１　
八
幡
東
町
６
３
２
番
地

パソコン入門講座のお知らせ 問 生涯学習文化課
　 ☎６５－６５５２

　初心者向けのパソコン講座を開講します。
　六荘まちづくりセンターでは、パソコン無料サ
ポートも実施します。
　詳しくは、お近くのまちづくりセンターに設置
している「パソコン講座予定表」をご覧いただく
か、各講座会場までお問い合わせください。

※受講には別途テキスト代が必要になります。

【申込先】
６月７日(火)から電話で受け付けます(先着順)。
市民交流センター (地福寺町) ☎６５－３３６６
湖北まちづくりセンター (湖北町速水) ☎７８－１２８７
六荘まちづくりセンター (勝町) ☎６２－０１９８
山東学びあいステーション(米原市長岡) ☎５５－２５７８
【問合せ】
　ＮＰＯ法人ＩＴ育成会 あすな ☎６３－８３１９

会　場 講座名 受講料 開講日(曜日) 回数

  市民交流センター
エクセルカレンダー作成 4,000 円 ７月４日 (月) 10 時～ ４回
パソコン基本操作 3,000 円 ７月 11 日 (月) 13 時 30 分～ ３回

  湖北まちづくりセンター
ワード中級講座 4,000 円 ７月４日 (月) 10 時～ ４回
ワード活用講座 4,000 円 ８月 22 日 (月) 10 時～ ４回

  六荘まちづくりセンター

エクセル初級講座 4,000 円 ７月 12 日 (火) 10 時～ ５回
パワーポイント基礎講座 4,000 円 ７月 13 日 (水) 10 時～ ５回
パワーポイント活用講座 4,000 円 ８月 17 日 (水) 10 時～ ４回
ホームページ基礎講座 4,000 円 ７月７日 (木) 19 時～ ５回

  山東学びあいステーション
エクセル初級講座 4,000 円 ７月５日 (火) 10 時～ ５回
ワード初級講座 4,000 円 ７月６日 (水) 13 時 30 分～ ５回
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お
知
ら
せ

な
が
は
ま
見
聞
録

み
ん
な
の
掲
示
板

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

各
種
無
料
相
談

保
健
だ
よ
り

一
言
主
／

な
が
は
ま
の
文
化
財

み
ん
な
の
掲
示
板

お
元
気
で
す
か

相談名 日　時 場　所 問合先・申込先

行政相談・
人権相談

６月14日 (火)　13 時～15時 西浅井まちづくりセンター
(西浅井町大浦)

行政相談
　滋賀行政監視行政相談センター
　(☎０７７－５２３－１１００)

人権相談
　大津地方法務局長浜支局
　(☎６２－０５６５)

６月16日 (木)・23日 (木)・30日 (木)・
７月７日(木)　10 時～12時
※６月23日 (木)・30日 (木)は人権相談のみ

さざなみタウン
ながはま文化福祉プラザ (高田町)

６月16日 (木)　10 時～12時 木之本まちづくりセンター
(木之本町木之本)

６月22日 (水)　10 時～12時 社協湖北センター(湖北町速水)

６月23日 (木)　10 時～12時
※人権相談のみ

社協木之本福祉ステーション
(木之本町千田)

７月１日 (金)　10 時～12時 浅井支所(内保町)

７月１日 (金)　13 時～15時 余呉まちづくりセンター(余呉町中之郷)

７月４日 (月)　10 時～12時 虎姫まちづくりセンター(田町)

７月５日 (火)　10 時～12時 びわ高齢者福祉センター(難波町)

結婚相談

６月４日(土)　10 時～12時
さざなみタウン
ながはま文化福祉プラザ (高田町)

社会福祉課 (☎６５－６５３６)
※�登録は市ホームページ「結婚支
援」で検索または下記ＱＲコード
から。
※�いずれの会場も提供
　できる情報は同じで
　す。

６月９日(木)・16日 (木)・23日 (木)
18 時～20 時

６月１日(水)・８日 (水)・15日 (水)
15時～17時 高月まちづくりセンター(高月町渡岸寺)
６月25日 (土)　10 時～12時

女性の悩み
相談★

６月18日 (土)　13 時～16 時
市民交流センター(地福寺町)

平日：人権施策推進課
(☎６５－６５５６専用ダイヤル)
土日祝：市民交流センター
(☎６５－３３６６)７月７日 (木)　10 時～13 時

■各種無料相談　★印は予約が必要です。

　

節
電
し
な
が
ら
涼
し
く
過
ご
す
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。
設

置
の
効
果
・
景
観
・
工
夫
な
ど
を
評
価
し
、家
庭

部
門
・
事
業
所
部
門
の
そ
れ
ぞ
れ
で
表
彰
し
ま

す
。
入
賞
者
に
は
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

対�

つ
る
性
植
物
を
使
っ
て
「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
」を
設
置
す
る
市
内
の
家
庭
や
事
業
所

申�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
も
し
く

は
応
募
用
紙
を
担
当
課
ま
で
提
出
。

※�

応
募
用
紙
は
、環
境
保
全
課
、各
支
所
な
ど
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

締�

10
月
７
日(

金)

必
着

問�

環
境
保
全
課(

☎
65
・
６
５
１
３)

　

外
来
生
物
法
で
特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ

て
い
る
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
、
在
来
植
物
の

生
育
場
所
を
奪
う
恐
れ
が
あ
る
た
め
、栽
培
、運

搬
、販
売
、野
外
に
放
つ
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
敷
地
内
に
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
が
生
え

て
い
る
場
合
は
、そ
の
土
地
の
管
理
者
に
よ
り
駆

除
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
キ
バ
ナ
コ
ス
モ
ス
に
似
て
い
ま
す
が
、キ
バ
ナ

コ
ス
モ
ス
は
花
が
オ
レ
ン
ジ
色
で
、オ
オ
キ
ン
ケ

イ
ギ
ク
は
黄
色
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〇
駆
除
方
法

　
根
か
ら
引
き
抜
き
、そ
の
場
で
拡
げ
な
い
よ
う

に
２
日
か
ら
３
日
放
置
し
て
枯
死
さ
せ
た
後
、ビ

ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
密
閉
し
て
、燃
え
る
ご
み
と
し

て
処
理
し
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

環
境
保
全
課(

☎
65
・
６
５
１
３)

　
健
康
、く
ら
し
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
全
５
回

の
講
座
で
す
。
各
分
野
の
知
見
を
深
め
、心
豊
か

な
生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を
送
り
ま
せ
ん
か
。

日�

６
月
、７
月
、９
月
、10
月
、11
月
の
各
１
回
。

時
間
は
い
ず
れ
も
13
時
30
分
か
ら
。

場�

長
浜
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー(

地
福
寺
町)

対�

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

内�「
健
康
」「
音
楽
」「
歴
史
」「
経
済
事
情
」「
落
語
」

を
予
定
。

定�

先
着
順
１
２
０
人

費�

２
，０
０
０
円(

全
５
回)

申�

受
講
料
を
添
え
て
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

締�

６
月
９
日(

木)

９
時
か
ら
定
員
に
な
り
次
第

他�

日
程
等
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問�

長
浜
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー(

☎
65
・
３
３
６
６)

　
優
し
い
光
に
包
ま
れ
る
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
は
、

見
た
目
に
涼
し
い
だ
け
で
な
く
、地
球
温
暖
化
防
止

に
も
大
き
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。参
加
者
に
は
、空

色
の
西
洋
あ
さ
が
お
の
苗
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

〇
第
１
回

日�

６
月
11
日(

土)

９
時
30
分
～
10
時
15
分

場�

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン
会
議
室
１
Ｃ(

高
田
町
）

〇
第
２
回

日�

６
月
12
日(

日)

９
時
30
分
～
10
時
15
分

場�

琵
琶
湖
水
鳥
・
湿
地
セ
ン
タ
ー(

湖
北
町
今
西
）

〇
共
通
事
項

対�

市
内
在
住
の
人

定�

各
回
25
人(

先
着
順
）

費�

２
０
０
円
／
人

申�

６
月
１
日(

水)

か
ら
６
月
８
日(

水)

の
期
間

に
、①
住
所
、②
氏
名
、③
電
話
番
号
、④
参
加

人
数
、⑤
希
望
日
を
電
話
で
担
当
課
ま
で
。

問�

環
境
保
全
課(

☎
65
・
６
５
１
３)

　
普
段
の
野
菜
摂
取
量(

推
定)

の
ほ
か
、筋
力
や

柔
軟
性
・
バ
ラ
ン
ス
な
ど
、健
康
づ
く
り
に
役
立

つ
項
目
を
気
軽
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
簡
単
測
定

会
を
実
施
し
ま
す
。

　
特
に
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、免
疫
力
の
維
持
向

上
、
生
活
習
慣
病
予
防
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
身
の
状
況
を
把
握
し
、生
活
習
慣
を
振
り
返
る

機
会
と
し
て
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日�

６
月
25
日(

土)�

11
時
～
15
時

場�

ア
ル
・
プ
ラ
ザ
長
浜(

小
堀
町)

他�

測
定
会
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ま
た
は

電
話
で
担
当
課
ま
で
。

問�

健
康
企
画
課(

☎
65
・
７
７
７
９)

　
長
浜
市
・
米
原
市
に
在
住
、通
勤
、通
学
す
る

人
お
よ
び
同
市
出
身
の
学
生(

高
校
生
以
上)

が

制
作
し
た
、未
発
表
の
創
作
作
品
か
つ
オ
リ
ジ
ナ

ル
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

日�

第
１
期(

日
本
画
・
洋
画)

　
　
９
月
４
日(

日)

～
10
日(

土)

　
第
２
期(

彫
刻
・
工
芸
・
書
・
写
真)

　
　
９
月
18(

日)

～
23
日(

金
・
祝)

場�

長
浜
文
化
芸
術
会
館(

大
島
町)

費�

１
点
に
つ
き
５
０
０
円
。
出
品
点
数
は
１
人

に
つ
き
左
記
の
と
お
り
。

　

(

洋
画
・
書)

１
点　

(

日
本
画)

２
点

　
(

彫
刻
・
工
芸
・
写
真)

３
点
ま
で

申�
８
月
20
日(

土)

、
21
日(

日)

に
申
込
書
と
出
品

料
を
添
え
て
展
示
会
場
ま
で
搬
入
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

開
催
要
項
、出
品
申
込
書
等
は
展
示
会
場
や
市

内
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
等
公
共
施
設
に

あ
り
ま
す
。

問�

長
浜
文
化
芸
術
会
館(
☎
63
・
７
４
０
０)

　
長
浜
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
は
、市
内
に
暮
ら
す
外

国
人
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、日
本
語
教
室
を

開
講
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
語
教
育
に
関
心
が
あ
る
人
や
国
際
交
流

に
携
わ
り
た
い
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※�

授
業
は
日
本
語
で
行
い
ま
す
。

※�

資
格
は
不
要
で
す
。

日�

週
２
回(

水
・
土
曜
日)

　
19
時
～
20
時
30
分

※�

ど
ち
ら
か
の
曜
日
だ
け
で
も
可
。

場�

長
浜
市
多
文
化
共
生
・
国
際
文
化
交
流
ハ
ウ

ス
Ｇジ

オ
Ｅ
Ｏ(

神
照
町)

申�

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
担
当
課
ま
で
。

問�

長
浜
ユ
ネ
ス
コ
協
会
事
務
局(

生
涯
学
習
文
化

課
内)�

　

(

☎
65
・
６
５
５
２)

　

unesco@
city.nagaham

a.lg.jp

日日時　場場所　対対象　内内容　定定員　費費用　持持ち物　講講師　申申込方法
締申込締切・期間　他その他　問問合せ

■マークの意味

長
浜
市
福
寿
大
学
の
受
講
生
を

募
集
し
ま
す

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の

つ
く
り
方
講
座

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
を

駆
除
し
て
く
だ
さ
い

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す

長
浜
市
美
術
展
覧
会

出
展
作
品
募
集

健
康
づ
く
り
に
関
す
る

測
定
会
を
行
い
ま
す

日
本
語
教
室
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
師
を
募
集
し
て
い
ま
す
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湖北図書館　６月6日㊊ ～ 8日㊌
びわ図書館　7月4日㊊ ～  7日㊍
※上記以外の図書館は、通常どおり開館します。
　高月図書館は9月に蔵書点検を予定しています。

【蔵書点検期間中にしていること】
・資料が本棚の正しい場所にあるか確認します。
・利用しやすいように、資料の場所を見直します。
・本棚の後ろなど、普段できない部分を点検・清掃します。

【お願い】
〇予約資料の用意に、通常より日数がかかる場合があります。余
　裕をもったお早めのご予約をおすすめします。図書館ホームペ
　ージからも予約できます。
〇休館中の返却は、返却ポストをご利用ください。
〇大型絵本やカウンターへの返却をお願いした資料などは、開
　館中の図書館へお持ちください。

　ヨガスタジオに勤務してクラスを担当し、公
的機関の講座でもヨガの講師をしていました。 　長浜まちづくりセンターはみなさんの『や

ってみたい』を実現していただく施設です。ま

長浜まちづくりセンター　スタッフ
ヨガ教室を立ち上げ　30代　

講座が終了しフリーランスになりましたが、担当していた生
徒さんを継続して指導したいと思い、新しいヨガ教室の立ち
上げを考えるようになりました。教室が開ける場所を探して
いたときに、友人から長浜まちづくりセンターのことを紹介
してもらいました。そこで問い合わせたところ、部屋を使用し
てもいいとのお返事をもらい、ヨガ教室を開くことができま
した。
　職員さんには親切に対応していただいて、大変感謝してい
ます。現在も教室を継続して開いており、これからも続けてい
きたいと思っています。

ちづくりセンターにはさまざまな部屋があり、ご要望に合わせ
て有料で貸し出しをしています（利用料金は申請者の住所や
利用内容によって加算されることがあります）。今回はヨガ教
室の開催にあたって、鏡のある「音楽演劇活動室」をご利用い
ただきました。
　利用内容によっては使用できない場合もありますので、部
屋の利用を希望されるときは、まずはお問い合わせください。
いつ、どんな部屋を、何に利用したいのか具体的にお伝えくだ
さると、ご案内がスムーズにできます。

『やってみたい』が『できた』という具体的な例をお知らせします。

子育て個別相談会・離乳食のおはなしタイム
●オンラインでの相談もできます。計測のみのご希望も、予約が必要です。
　対象や日程は、市ホームページでご確認ください。

次の場合は受診を延期してください。
①健診当日に発熱や風邪症状が持続している。②過去2週間以内に発熱があった。③濃厚接触者の経過観察期間に該当する。
体調が回復した上で、次回健診にお越しください。
○お住まいの地区以外の会場で受診される場合は、２日前までに連絡してください。
○当日午前11時の時点で暴風を含む警報または特別警報が発令された場合は中止します。
○感染対策として、計測・診察時にバスタオルを使用します。お手数ですが、ご持参ください。

長浜市保健センター (健康推進課)
☎６５－７７５１(子育て、成人の相談 )
☎６５－７７５９(保健予防事業について )

保健センター高月分室 (北部健康推進センター)
☎８５－６４２０保健だより

　「食育」とは、さまざまな経験を通じて「食」に関す
る知識と食習慣を習得し、健全な食生活を実践でき
る力を育むことです。
　「食育は子どもにするもの」というイメージを持つ
人も多いかもしれませんが、赤ちゃんから高齢者まで
のあらゆる世代に重要なものです。
　この機会に、栄養バランスのと
れた食生活を心がける、１日３食を
食べる、よく噛むなど身近なことか
ら食育を実践しましょう。
問健康推進課(☎６５－７７５９)

●市内図書館で食育啓発事業を実施します
　野菜の大切さ、野菜のはたらき等について展示・啓発を行います。ぜ
ひ、図書館にお越しください。
○期　間　６月１日(水)～６月29日(水)※火曜日は休館日
○場　所　市内図書館６か所(長浜図書館・浅井図書館・
　　　　　びわ図書館・虎姫図書館・湖北図書館・高月図書館)
○内　容　長浜図書館：パネル展示・クイズ・レシピ紹介
	 関連図書コーナー
	 ◀︎やさいおはなし会	
	 (要予約・詳細は左記コード参照)

	 その他図書館：関連図書コーナー

●今年度から新たに開始する検診です
　胃がん検診は、バリウムを飲んで撮影するエックス線検査
を行っていますが、６月から新たに胃内視鏡検査(胃カメラ
検査)を開始します。
　対象になる人は、ぜひ受診してください。
※エックス線検査も引続き行っています。
●胃カメラ検査のメリット
～バリウム検査と比べて～
・がんを見つけやすい(特に早期がん)。
・検査中に自分で動く必要がない。
※	特に寝返りで苦労している人にはオススメ。
・	便秘が起こらない、下剤を飲む負担がない。
・胃カメラの進化で、昔に比べて検査が楽に。

●対象者・費用など
○対象者　50歳以上の市民
※	胃の病気で治療中の人、胃の全摘手術を受けた人、妊娠中の
人などは受診できません。
○費　用　3,400円
※	非課税世帯、生活保護世帯の人は受診料が免除になります。
受診日までに健康推進課へ、直接または電話で申請の手続
きが必要です。
○受診回数　２年に１回
○申込方法　	実施している医療機関へ直接申し込みくださ

い。
○実施場所　	長浜市及び米原市の医療機関で実施します。詳

しくは市のホームページまたは４月に配布した
「健康づくり日程表」をご覧ください。

問健康推進課(☎６５－７７５９)

～６月は「食育月間」です～

乳幼児健診

▲相談会ホームページ

健　診 対象児の生年月日
会場・実施日 持ち物

保健センター
長浜・浅井・びわ・
虎姫地区（通訳あり）

高月分室
湖北・高月・木之本・
余呉・西浅井地区

【共通】�母子健康手帳
　　　質問票、バスタオル
＊同伴の人は必ずマスクの着用

４か月児健診 令和４年３月 １～ 15日生 ７月27日(水) ７月29日(金)16 ～末日生 ７月28日(木)

10か月児健診 令和３年９月 １～ 15日生 ７月21日(木) ７月26日(火)16 ～末日生 ７月22日(金)

１歳８か月児健診 令和２年11月 １～ 15日生 ７月13日(水) ７月19日(火) 歯ブラシ
コップ16～末日生 ７月14日(木)

２歳８か月児健診 令和元年11月 １～ 15日生 ７月11日(月) ７月８日(金) 歯ブラシ、コップ
ささやき声検査結果票16～末日生 ７月12日(火)

３歳８か月児健診 平成30年11月 １～ 15日生 ７月６日(水) ７月４日(月) 歯ブラシとコップ
尿(清潔な容器に入れて)16 ～末日生 ７月７日(木)

受付時間：偶数日生まれ (13時～ 13時 35分 )　奇数日生まれ (13時 35分～ 14時 15分 )

( 予約制、要申込 )

▲がん検診
ホームページ

～胃内視鏡検査(胃カメラ検査)を始めます～
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お
知
ら
せ

各
種
無
料
相
談

保
健
だ
よ
り

一
言
主
／

な
が
は
ま
の
文
化
財

み
ん
な
の
掲
示
板

お
元
気
で
す
か

　

長
浜
市
瓜
生
町
集
落
の
入
口
、
県
道

２
７
６
号
線
西
側
に
高
さ
10
メ
ー
ト
ル
、幹

ま
わ
り
2.1
メ
ー
ト
ル
の
大
き
な
榧
の
木
が

あ
り
ま
す
。
根
元
に
は
大
き
な
空
洞
が
見

ら
れ
ま
す
が
、そ
の
外
側
を
株
立
ち
状
に
の

び
た
枝
が
囲
み
、
１
本
の
木
と
い
う
よ
り

森
の
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。
樹
勢
も
旺
盛

で
、風
雪
に
耐
え
て
き
た
太
い
幹
と
四
方
に

張
っ
た
枝
振
り
か
ら
は
、重
厚
さ
さ
え
感
じ

ら
れ
ま
す
。
樹
齢
は
４
５
０
年
以
上
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
明
治
末
頃
ま
で
は
、神
木
と
し
て
８
月
の

お
盆
の
頃
に
灯と

う
み
ょ
う明
を
あ
げ
、豊ほ

う
じ
ょ
う穣
を
祈
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
延
宝(

１
６
７
３

〜
１
６
８
１)

の
検
地
帳
に
は「
カ
ヤ
」と
い

う
小こ

あ
ざ字
名
が
見
え
、享
保
12
年(

１
７
２
７)

の
瓜
生
村
絵
図
に
も
、現
在
の
場
所
と
考
え

ら
れ
る
と
こ
ろ
に
大
木
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
毎
年
沢
山
の
実
が
な
る
雌
株
で
、４
〜

５
月
の
開
花
期
に
は
、緑
色
の
清
楚
で
可
憐

な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
集
落
の
有
志
が
中

心
と
な
っ
て
整
枝
や
草
刈
り
を
行
う
な
ど

手
厚
く
保
護
さ
れ
、維
持
管
理
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
榧
は
広
く
日
本
全
域
に
分
布
し
、材
質
が

緻ち
み
つ密
で
美
し
い
こ
と
か
ら
、上
質
な
木
材
と

し
て
将
棋
盤
な
ど
に
よ
く
使
わ
れ
る
木
で

す
。
ま
た
、成
長
は
遅
い
も
の
の
樹
齢
が
長

く
、種
子
か
ら
採
取
す
る
油
を
灯
明
に
用
い

た
た
め
、各
地
の
神
社
仏
閣
等
に
残
っ
て
い

ま
す
。
薄
暗
い
場
所
で
も
ピ
カ
ピ
カ
光
る

葉
は
、
先
端
が
鋭
利
で
、
こ
れ
を
い
ぶ
し
て

「
蚊か

や帳
」に
用
い
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

他
に
も
、榧
の
実
は
炒
っ
て
食
用
に
し
た
こ

と
か
ら
、「
バ
イ
の
実
」
と
も
呼
ば
れ
ま
し

た
。

　

ふ
る
さ
と
の
木
と
し
て
地
域
を
見
守
り

つ
づ
け
る
榧
は
、瓜
生
の
名
木
と
し
て
残
し

た
い
木
の
一
つ

で
す
。

シリーズ○シリーズ

 市内には、国や県、市が指定した文
化財がキラ星のごとく光り輝いてい
ます。このコーナーでは、数ある文
化財の中から代表的なものをシリー
ズで紹介します。

133

 問 

浅
井
歴
史
民
俗
資
料
館

　
（
☎
74
・
０
１
０
１
）

　長浜市指定文化財
「天然記念物　榧

かや

（イチイ科）」
　指定日：平成 13年４月１日
　所在地：長浜市瓜

うりゅう
生町

▲榧の木

「
話
を
す
る
際
の
一
つ
の
コ
ツ
」

　
市
長
に
就
任
し
て
か
ら
多
く
の
人
と
会

い
ま
す
。
そ
の
人
た
ち
の
話
を
聞
き
、
考

え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
一
方
、
時
に

趣
旨
が
は
っ
き
り
し
な
い
と
感
じ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
話
の
流
れ
と

し
て
、結
論
が
は
っ
き
り
し
な
い
ま
ま
、話

が
続
い
て
い
く
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　
私
が
市
長
に
な
る
前
に
従
事
し
て
い
た

裁
判
の
仕
事
で
は
、
判
決
書
が
常
に
「
主

文
」「
理
由
」の
順
で
記
載
さ
れ
ま
す
。
つ

ま
り
、結
論
で
あ
る「
主
文
」(

例
え
ば
、刑

事
事
件
で
は
「
被
告
人
を
懲
役
３
年
に
処

す
る
。」、民
事
事
件
で
は「
被
告
は
原
告
に

対
し
金
１
，
０
０
０
万
円
を
支
払
え
。」な

ど)

を
先
に
述
べ
て
、そ
の「
理
由
」を
続
け

て
述
べ
る
の
で
す
。
こ
の
順
番
だ
と
、
判

決
が
何
の
結
論
を
言
い
た
い
か
知
っ
た
う

え
で
、
そ
の「
理
由
」を
知
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
判
決
の
趣
旨
全
体
が
と
て
も
良

く
理
解
で
き
ま
す
。
ま
た
、
判
決
書
を
書

く
側
も
、
結
論
を
導
く
理
由
を
常
に
論
理

的
に
考
え
て
書
く
の
で
、
わ
か
り
や
す
い

の
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、日
常
会
話
で
は
、論
理
的
に

話
す
こ
と
の
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
感
情
を
込
め
て
話
す
こ
と
こ

そ
が
大
事
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
会
話
自

体
を
楽
し
む
た
め
に
、
結
論
が
な
い
ま
ま

話
す
こ
と
も
往
々
に
し
て
あ
り
ま
す
。
た

だ
、
仕
事
で
の
会
話
や
日
常
生
活
で
も
情

報
伝
達
を
主
な
目
的
に
す
る
場
合
な
ど

は
、「
結
論
」を
先
に
述
べ
た
ほ
う
が
わ
か

り
や
す
い
場
面
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
春
か
ら
、
新
社
会
人
に
な
っ
た
人

や
、
こ
れ
か
ら
就
職
活
動
で
面
接
に
臨
む

人
も
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
の
話
し

方
の
コ
ツ
を
覚
え
て
お
く
と
便
利
だ
と
思

い
ま
す
。

一
ひ と

言
こ と

主
ぬ し

浅見 宣義

▲新規採用職員へメッセージを送る市長

浅見 宣義

市長コラム③
このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さん

の活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を

紹介します。あなたが知っている旬の話題など

があれば、市民広報課（☎65－6504）までお知

らせください。

 ４月27日(水)
ウクライナ支援金をユネスコ協会へ託す
　湖北中学校で、生徒会が中心となり集めたウクライナ支援金
が、長浜ユネスコ協会へ託されました。支援金は、ウクライナ侵攻
の報道を見た生徒たちが、「自分たちができることを考え、やれ
ることをやっていきたい」と集めたものです。長浜ユネスコ協会
の会長は、「世界と地域に目を向けた活動が素晴らしい」と称賛
し、ヒマワリの種を贈りました。集めた支援金はユネスコ協会を
通じ、支援物資としてウクライナの人々に届けられる予定です。

５月７日(土)
湖北の野鳥をさがして
　湖北野鳥センターで、４月29日～５月８日まで、バード
ウォッチングや特別展示などで野鳥に親しむゴールデンバー
ドフェスティバルが開催されました。
　７日にはそのイベントの一つである探鳥会が開催されまし
た。参加者は職員から鳥の生態や名前の由来などの解説を受
けながら、双眼鏡を通して、野鳥が空や田園を渡る様子を楽し
んでいました。

４月30日(土)
発酵文化を通した春のピクニック
　琵琶湖畔で、発酵をテーマとしたピクニックマーケット
「B

び わ ぴ く

IWAPIC P
ぱ ー く

ARK 2022」が開催されました。長浜市内の商店
等が17店舗出店し、多くの参加者は地元の食文化でもある発
酵食品を味わいながら、湖畔でピクニックを楽しみました。参
加者は「楽しみながら地元の食文化を知れる良い機会」、「知り
合い同士がつながっていく、地元の一体感もあった」と地元な
らではの文化や風景を楽しみました。

５月11日(水)
長浜の観音様が再び東京へ
　東京都中央区の八重洲セントラルビルで、令和３年度に閉
館した東京長浜観音堂の再オープンを記念して、開館式が行
われました。令和４年度の東京長浜観音堂の開催は令和４年
５月12日～令和5年2月28日までの期間中に、第1期～第4期に
分けて、それぞれ1躯ずつの仏像が出陳される予定です。訪れ
た人たちは、「遠く離れた長浜の観音様を拝めて嬉しい」と
話していました。

このコーナーは、長浜の見どころ、市民
の皆さんの活動の様子やまちで見かけ
たほっとな話題を紹介します。あなた
が知っている旬の話題などがあれば、
政策デザイン課（☎65－6504）までお
知らせください。
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記事広告

◀ 長浜市民交流センターイベント情報
・申込フォーム

記事広告

（公財）長浜文化スポーツ振興事業団から、
講座・教室・イベントの情報をお届けします！

～新型コロナウイルス感染拡大予防対策をとり、
安全な事業運営に努めます～

　白扇落語会がお贈りする「登竜門落語会」。上方で今年最も予約の取れない売れっ子４人が登壇し、落
語と大喜利を披露します。ぜひお越しください！
【と　き】８月６日(土）　開場13：00　開演13：30
【ところ】長浜文化芸術会館大ホール(全席指定）
【料　金】前売り　 お一人 2,500円、ペア 4,000円(前売りのみ)
 当　日　 お一人 3,000円　※すべて税込
【販売場所】長浜文化芸術会館、浅井文化ホール、木之本スティックホール、
 滋賀県立文化産業交流会館、アルプラザ長浜店・彦根店、平和堂木之本店、チケットぴあ
問・申  (公財)長浜文化スポーツ振興事業団(長浜文化芸術会館)(☎６３－７４００)

第1回 ふれあい音楽会 市民交流センター文化講座

えほんとドレミファ★リトミック２ 子ども将棋入門講座
七夕の音楽と絵本を使って楽しむ音楽会です♪
【と　き】６月24日(金) 10時30分開演(10時開場)
【ところ】長浜市民交流センター (地福寺町)
【講　師】七

し ち り

里 一
か ず み

美、梅
うめもと

本 伸
の ぶ こ

子
【定　員】15組
【入場料】１人500円(税込)　※0歳児無料
【申込み】６月２日(木)から受付開始(先着順）。
　　　　 電話または以下の申込みフォームからお

申し込みください。
問・申  (公財)長浜文化スポーツ振興事業団
 (長浜市民交流センター)
 (☎６５－３３６６)

将棋の基礎知識を学びたい方、思考力や集中力を学
びたい方はぜひご参加ください！
【と　き】７月３日(日) ９時30分～ 12時
【ところ】 長浜市民交流センター ふれあいホール

(地福寺町)
【講　師】日

ひ び の

比野 静
し ず や

也、福
ふくなが

永 修
しゅういち

一
【定　員】15人
【参加費】1,000円(税込)
【申込み】 ６月２日(木)から電話で受付開始(先着

順）。
問・申  (公財)長浜文化スポーツ振興事業団
 (長浜市民交流センター)
 (☎６５－３３６６)

【内　容】「走ること」「跳ぶこと」「投げること」の３つを中心に「動き」を指導します！
【と　き】６月18日、７月２日、９日、23日、30日、８月６日、13日 各土曜日
【ところ】長浜市民体育館(宮司町)、長浜サンドーム(宮司町)
【対　象】キッズクラス(年中・年長)　　　　９時15分～ 10時15分
　　　　ジュニアクラス(小学１・２年生)　10時30分～ 11時30分
【参加費】全７回　8,500円(税込)
【申込み】６月１日(水) ～６日(月)まで申込みフォームからお申し込みください。
　　　　※定員を超えた場合は抽選。
問  (公財)長浜文化スポーツ振興事業団(長浜市民体育館)(☎６３－９８０６)

キッズ・ジュニア運動塾

当施設を初めてご利用される女性の方を対象に、トレーニングマシンやスタジオプログラムの体験のほか、
I
イ ン ボ デ ィ

nBodyを使って筋肉量や脂肪量などの測定をします。
【と　き】６月21日(火)
　　　　■午後の部　14時～ 16時　■夜間の部　18時～ 20時
【ところ】長浜伊香ツインアリーナ トレーニング室(木之本町西山) 
【対　象】当施設を初めて利用される女性限定(高校生以上)
【定　員】各部10人 ※ただし予約に空きがあれば当日利用も可能
【料　金】無料
【申込み】６月３日(金) ８時30分～６月14日(火)までに申込みフォームからお申し込みください。
※定員を超えた場合は抽選。
問・申  (公財)長浜文化スポーツ振興事業団(長浜伊香ツインアリーナ)(☎８２－４１１９)

長浜伊香ツインアリーナ

トレーニング室無料開放DAY
はじめよう運動習慣！

第22回文スポ理事長杯 グラウンド・ゴルフ大会

◀長浜伊香ツインアリーナ
　イベント情報・申込フォ
　ーム

▲ イベント情報・
申込フォーム

【と　き】６月22日(水) ９時～ 12時30分※雨天時は６月23日(木)に延期
【ところ】神照運動公園内 長浜市レクリエーション広場(神照町)
【内　容】24ホールの個人ストロークマッチ
【対　象】一般男女　　【参加費】500円(税込)　【定　員】150人(先着順)
【申込み】６月１日(水)から受付開始。直接または電話でお申し込みください。
問・申  (公財)長浜文化スポーツ振興事業団(神照運動公園)☎６５－３３９９

文スポKIDS
体力向上事業

(公財)長浜文化スポーツ振興事業団

明日の大看板を応援する

登竜門落語会
チケット好評発売中！

桂
かつら

 華
か も ん

紋
笑
しょうふくてい

福亭笑
しょ う り

利
桂
かつら

 弥
や っ こ

っこ
桂
かつら

 九
く の い ち

ノ一
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お
知
ら
せ

各
種
無
料
相
談

保
健
だ
よ
り

一
言
主
／

な
が
は
ま
の
文
化
財

み
ん
な
の
掲
示
板

お
元
気
で
す
か

お
知
ら
せ

な
が
は
ま
見
聞
録

み
ん
な
の
掲
示
板

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

掲載内容のお問い合わせは、直接広告主へ。広告に関する一切の責任は広告主に帰属し、市が推奨するものではありません。

有料広告欄

◆「
国
民
年
金
基
金
」で
、将
来
受
け

　
取
る
年
金
を
増
や
す
こ
と
が
で

　
き
ま
す

国
民
年
金
基
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金

に
上
乗
せ
す
る
公
的
な
年
金
で
す
。

国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
を
納
付

し
て
い
る
第
１
号
被
保
険
者(

自
営

業
者
・
農
林
漁
業
者
と
そ
の
配
偶

者
・
学
生
等)

が
任
意
に
加
入
で
き

る
制
度
で
す
。
掛
金
は
、
加
入
時
の

年
齢
、
性
別
、
口
数
な
ど
に
よ
り
決

ま
り
ま
す
。
な
お
、
掛
金
の
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
る

た
め
、
所
得
税
や
住
民
税
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
国
民
年
金
基
金
の

給
付
は
「
終
身
年
金
」
と
な
り
ま
す

の
で
、
一
生
涯
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
全
国
国
民
年
金
基
金
京
滋
支
部

(

☎
０
１
２
０
・
65
・
４
１
９
２)

◆
バ
ー
デ
あ
ざ
い
65
歳

　
温
浴
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日
６
月
１
日(
水)

〜
６
月
30
日

(

木)

対
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

人(

昭
和
32
年
６
月
30
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人)

定
各
日
20
人
申
直
接
ま

た
は
電
話
で
。
他
無
料
招
待
は
１

人
１
回
ま
で
。
受
付
で
生
年
月
日

が
確
認
で
き
る
も
の(

運
転
免
許
証

ま
た
は
保
険
証)

を
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。
問
バ
ー
デ
あ
ざ
い(

☎
76
・

１
１
２
６)

◆「
風
を
待
つ
演
奏
会
」を
開
催

日
６
月
11
日(

土)

開
場
14
時
場
近
江

孤こ
ほ
う
あ
ん

篷
庵(

上
野
町)

内
琴
：
方ま

さ
こ于
リ

ラ
、
ハ
ン
ド
パ
ン
：
Ｎな

お
Ａ
Ｏ
他
定
先

着
50
人
費
５
０
０
円(

全
席
自
由)

申

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
左
記

ま
で
。
問
五
先
賢
の
館(

☎
74
・

０
５
６
０
／
FAX
74
・
０
９
１
０)

gosenken@
zd.ztv.ne.jp

◆
人
権
学
習
会

　「
滋
賀
の
同
和
事
業
史
」

今
年
で
水
平
社
宣
言
が
出
さ
れ
て

１
０
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。
昨
年

滋
賀
県
人
権
セ
ン
タ
ー
よ
り
発
刊

さ
れ
た
『
滋
賀
の
同
和
事
業
史
』
の

著
者
が
、
滋
賀
に
お
け
る
人
権
課
題

の
解
決
の
取
組
み
を
テ
ー
マ
に
講

演
し
ま
す
。
日
６
月
12
日(

日)

10
時

〜
12
時
場
さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン
１
Ｃ

会
議
室(

高
田
町)

講
奈
良
大
学
文
学

部
教
授 
井い

お
か岡 

康や
す
と
き時

定
当
日
参
加
先

着
30
人
・
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
先
着

50
人
申
当
日
参
加
は
電
話
、
オ
ン
ラ

イ
ン
参
加
は
メ
ー
ル
で
。
問
湖
北

じ
ん
け
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 
田た

な
べ邉(

☎

０
９
０・
５
６
４
０・
９
９
３
７)

kt-sei92@
m
aia.eonet.ne.jp

◆
長
浜
北
星
高
等
養
護
学
校

　
夏
の
販
売
会

日
６
月
18
日(

土)

10
時
〜
12
時(

荒

天
中
止)

場
長
浜
北
星
高
等
養
護

学
校(

地
福
寺
町)

内
夏
の
花
苗(

マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ペ
チ
ュ
ニ
ア
な

ど)

、
木
製
品
、
テ
ラ
コ
ッ
タ
、
さ
き

織
り
バ
ッ
グ
な
ど
他
商
品
持
ち
帰

り
用
の
袋
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
、「
長
浜
北
星
高
等
養

護
学
校
」
と
検
索
し
て
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
問
長
浜
北
星
高
等
養
護
学

校 (

☎
62
・
０
９
３
０)

◆
風
俗
環
境
浄
化
相
談
所
開
設

日
６
月
24
日(

金)

13
時
〜
15
時

場
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
臨
湖

(

港
町)

内
風
俗
環
境
浄
化
の
た

め
の
情
報
提
供
や
相
談
の
受

付
、
青
少
年
育
成
に
か
か
る
相

談
・
ア
ド
バ
イ
ス
申
電
話
で
。
問

(

公
社)

滋
賀
県
防
犯
協
会(

☎

０
７
７
・５
２
５
・６
５
２
９)

◆
カ
イ
ゴ
と
フ
ク
シ
就
職

　
フ
ェ
ア
in
し
が

介
護
・
福
祉
の
仕
事
の
魅
力
が
分

か
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
採
用
担

当
者
と
気
軽
に
話
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
就
職
や
転
職
を
考
え
て
い
る

人
、
学
生
の
人
、
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
７
月
２
日(

土)

10
時
30
分
〜
13

時
、14
時
〜
16
時
30
分(

２
部
制)

場

ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根(

彦
根
市
竹
ヶ

鼻
町)

問
滋
賀
県
介
護
・
福
祉
人

材
セ
ン
タ
ー 

長
浜
セ
ン
タ
ー
※

水
・
日
曜
日
・
祝
日
休
館(

☎
64
・

５
１
２
５)

◆
健
康
教
室

日
①
６
月
９
日(

木)

13
時
30
分
〜
、

②
７
月
７
日(

木)

13
時
30
分
〜
場
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー(

地
福
寺
町)

内
①

が
ん
検
査
・
が
ん
治
療
に
つ
い
て
〜

お
な
か
に
出
来
る
が
ん
を
中
心
に
〜

②
動
脈
硬
化
に
打
ち
勝
と
う
！
〜

狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
の
予
防
か
ら
治

療
ま
で
〜
講
①
長
浜
赤
十
字
病
院 

副
院
長 

外
科
部
長 

塩し
お
み見 

尚ひ
さ
の
り礼
、②

講
座・教
室

日日時　場場所　内内容　講講師　対対象　定定員　費費用　持持ち物　申申込方法
締申込締切・期間　他その他　問問合せ

■マークの意味

申込方法や参加費等の記載がない催しは、申込不要、参加無料です。

み
ん
な
の
掲
示
板

市
民
の
皆
さ
ん
の
サ
ー
ク
ル
・
団

体
が
行
う
催
し
を
掲
載
し
ま
す
。

催
　
し

募
　
集

長
浜
米
原
休
日
急
患
診
療
所

６・７
月
の
診
療
日
の
お
知
ら
せ

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、必
ず
電
話
の
う
え
、マ

ス
ク
を
着
用
し
受
診
く
だ
さ
い
。

※ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
感
染
症
検

査
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

☎
65
・
１
５
２
５

※ 

電
話
は
お
か
け
間
違
い
の
な

い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
診
療
日
】

６
月
５
日
、12
日
、19
日
、26
日
、

７
月
３
日
、10
日
、17
日
、18
日

　
　
24
日
、31
日

【
受
付
時
間
】

８
時
30
分
〜
11
時
30
分

12
時
30
分
〜
17
時
30
分

【
診
療
時
間
】 

９
時
〜
18
時

【
診
療
科
】 

内
科
・
小
児
科

【
場　
所
】

湖
北
医
療
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

「
メ
デ
ィ
サ
ポ
」内

(

宮
司
町
１
１
８
１・２
）

※ 

受
診
時
は
保
険
証
・
福
祉
医
療
券
・

お
薬
手
帳
・
母
子
健
康
手
帳(

乳

幼
児
の
場
合)

を
お
忘
れ
な
く
。

※ 

診
療
日
は
日
曜
・
祝
日
・
年
末

年
始(

12
月
30
日
〜
１
月
３
日)

で
す
。

問
地
域
医
療
課(

☎
65
・
６
３
０
１)

▲
全
国
国
民
年
金
基
金

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
お
こ
と
わ
り

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
催
し
が
延
期

や
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
お
問
合
せ
は
主
催
者
に
お
願

い
し
ま
す
。

掲載希望の場合は、下記の締切までにメールで原稿をお寄せください。kouhoushi@city.nagahama.lg.jp
８月号：６月22日(水)　９月号：７月14日(木)
●営利目的など掲載できない催しもあります。詳しくは政策デザイン課(☎65－6504）までお問合せください。

お
知
ら
せ

市
立
長
浜
病
院 

副
院
長 

循
環
器
内

科 

責
任
部
長 

高た
か
し
ま島 

弘ひ
ろ
ゆ
き行

問
湖
北
医
師
会(

☎
65
・
３
６
０
０
）

◆
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
参
加

　
チ
ー
ム
募
集

日
６
月
19
日(

日)

８
時
30
分
〜
※

雨
天
の
場
合
は
６
月
26
日(

日)

場
神

照
運
動
公
園
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場(

神

照
町)

対
市
内
在
住
、
在
勤
者
で
編

成
し
た
社
会
人
チ
ー
ム
費
１
チ
ー

ム
６
，
０
０
０
円
申
電
話
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
締
６
月
11
日(

土)

問
長

浜
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会 

髙た
か
も
り森(

☎ 

62
・
４
１
８
１
／
FAX 

62
・
４
１
８
４)

６
月
の
税
・
料

〇
市
県
民
税

〇
国
民
健
康
保
険
料

〇
介
護
保
険
料

市
税
・
料
の
納
め
方
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
。
▼

▲カイゴとフクシ
　就職フェアinしが
　ホームページ

　

滋
賀
県
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
高
齢
者
が
新
し
い
知
識
と
教

養
を
身
に
つ
け
、
地
域
の
担
い
手

と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
支
援

す
る
た
め
滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ

ア
大
学
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

 【
修
業
年
限
】

　
令
和
４
年
10
月
〜

　
令
和
６
年
９
月(

２
年
間)

 【
入
学
資
格
】

　
県
内
在
住
ま
た
は
勤
務
し
、
令

和
４
年
10
月
１
日
現
在
60
歳
以

上
の
人
で
、
大
学
設
置
の
趣
旨
を

理
解
し
、
学
習
意
欲
に
富
み
、
通

学
お
よ
び
各
種
講
義
に
出
席
で

き
る
人
。
ま
た
、
卒
業
後
、
学
習

の
成
果
を
生
か
し
た
地
域
活
動

等
に
意
欲
が
あ
る
人
。

※ 

過
去
に
入
学
を
許
可
さ
れ
た

人
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

 【
授
業
料
】

　

各
学
年
、
前
期
・
後
期
と
も

２
万
５
千
円
。
た
だ
し
、教
材
費
、

傷
害
保
険
料
、
見
学
・
研
修
の
経

費
お
よ
び
自
主
活
動
等
に
要
す

る
経
費
等
は
学
生
の
負
担
と
な

り
ま
す
。

 【
出
願
手
続
き
等
】

　

入
学
願
書
を
左
記
申
込
先
に

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

募
集
要
項
お
よ
び
入
学
願
書

は
、社
会
福
祉
協
議
会
、ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
な
ど

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、び
わ
こ
シ

ニ
ア
ネ
ッ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

 【
入
学
願
書
受
付
期
間
】

　
６
月
１
日(

水)

〜
７
月
29
日(

金)

 【
問
合
せ
・
申
込
先
】

〇
滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学

　
草
津
校(

本
部)

　
〒
５
２
５・０
０
７
２

　
草
津
市
笠
山
７・８・１
３
８

　
☎
０
７
７・５
６
７・３
９
０
１

〇
滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学

　
米
原
校

　
〒
５
２
１・０
０
１
６

　
米
原
市
下
多
良
２・１
３
７

　
☎
52
・
５
１
１
０

滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学

第
44
期
学
生
を
募
集
し
ま
す

問
長
寿
推
進
課 

☎
65
・
７
７
８
９

▲ びわこシニア
ネットホーム
ページ
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人口と世帯数
令和４年５月１日現在

人口 １１５，３６８人 （－96）
男 ５６，４４９人 （－72）
女 ５８，９１９人 （－24）
世帯数 ４６，９９１世帯（＋43）

(　)は前月との比較

長浜市の情報をスマホでチェック
長浜市

ホームページ
Twitter
長浜市広報

Facebook
長浜市教育委員会

Instagram
＃長浜ちょぴっく

YouTube
はま～るtb.

広報紙をスマホで
マチイロ

災害・防災情報を配信
ＬＩＮＥ

　
今
月
は
、
山
間
の
沼
や
水
田
な
ど
の

水
辺
に
生
え
て
い
る
木
の
枝
に
つ
く
白

い
大
き
な
泡
玉
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
白
い
泡
玉
の
正
体
は
、
モ
リ
ア
オ
ガ

エ
ル
と
言
う
森
林
に
住
む
カ
エ
ル
の

卵
で
、「
卵ら

ん

塊か
い

」と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の

で
す
。
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
は
、
普
段
は

山
の
木
の
上
で
生
活
を
し
て
い
る
カ

エ
ル
で
す
が
、
梅
雨
の
時
期
に
は
水
辺

の
木
の
上
に
集
ま
り
産
卵
を
し
ま
す
。

メ
ス
の
出
す
粘
液
を
足
で
泡
立
て
て
、

そ
こ
で
で
き
た
泡
の
中
に
約
３
０
０

個
も
の
卵
を
産
み
付
け
ま
す
。
そ
の

後
、
卵
は
泡
の
中
で
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ

に
な
り
、
下
の
水
辺
に
落
ち
て
カ
エ
ル

に
な
る
ま
で
成
長
し
ま
す
。

　
樹
上
に
泡
の
卵
塊
を
作
る
の
は
、
ヘ

ビ
や
イ
モ
リ
な
ど
の
外
敵
か
ら
卵
を

守
る
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、
生
存
競
争
の
激
し
い
森
林

で
、
子
孫
を
残
す
た
め
に
工
夫
し
た
結

果
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ご
く
ま
れ
に
、
水
辺
が
な
い
場
所
で

卵
塊
が
発
見
さ
れ
ま
す
が
、
オ
タ
マ

ジ
ャ
ク
シ

が
落
ち
る

頃
に
な
る

と
、
雨
水

な
ど
の
水

た
ま
り
が

出
現
す
る

こ
と
が
あ

り
ま
す
。

水
が
溜
ま

る
場
所
を
ど
う
や
っ
て
知
る
の
か
不

思
議
で
す
。

　
市
内
で
は
、
こ
の
時
期
に
山
間
の
水

辺
で
比
較
的
簡
単
に
卵
塊
を
見
つ
け

ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
探
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

 問  

湖
北
野
鳥
セ
ン
タ
ー

（
☎
79
・
１
２
８
９
）

不思議発見！不思議発見！不思議発見！不思議発見！

ながはまの
　　    自然
ながはまの
　　    自然
ながはまの
　　    自然
ながはまの
　　    自然

エピソード　23
「木の上の泡玉の正体」

このエピソードを紹介する
おもしろ動画はコチラ

今
月
の
表
紙
余
呉
湖
畔
に
咲
き
誇
る
サ
ワ
オ
グ
ル
マ
。

太
陽
に
向
か
っ
て
伸
び
る
鮮
や
か
な
黄
色
い
花
々
と
、
そ
れ
ら
を
囲
む
豊
か
な
緑
が
、
自
然
の
癒
し
の
世
界
を
作
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。(

撮
影
日
５
月
３
日)

 
　

今
回
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
ク
リ
エ
イ
タ
ー 

E

エ

ン

モ

M
M
O
-

・C

コ
ン
サ
ー
ツ

oncerts

の
一
員
と
し
て
、
長
浜

で
音
楽
家
と
聴
き
手
の
ご
縁
を
結
ぶ
お
手

伝
い
を
し
て
い
る
加
藤
さ
ん
に
、お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

Ｑ
：
ど
ん
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

県
内
の
音
楽
家
の
ニ
ー
ズ
を
探
し
な
が

ら
、木
之
本
ス
テ
ィ
ッ
ク
ホ
ー
ル
な
ど
で
コ

ン
サ
ー
ト
を
し
て
も
ら
え
な
い
か
声
を
か

け
、演
奏
家
の
人
た
ち
が
チ
ケ
ッ
ト
を
売
っ

た
り
開
催
の
段
取
り
を
整
え
た
り
す
る
仕

事
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト

の
販
売
代
金
で
す
べ
て
ま
か
な
っ
て
い
け

る
よ
う
な
コ
ン
サ
ー
ト
を
繋
げ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
：
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
。

　

下
着
メ
ー
カ
ー
の
営
業
を
中
心
に
30
年

働
き
ま
し
た
が
、
早
期
退
職
後
、
ず
っ
と
好

き
だ
っ
た
音
楽
に
関
わ
り
た
い
と
思
い
、木

之
本
ス
テ
ィ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
指
定
管
理
者

の
募
集
を
見
て
応
募
し
ま
し
た
。

Ｑ
：
想
像
と
実
際
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
あ
り
ま

し
た
か
。

　
そ
ん
な
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、良
い

ホ
ー
ル
な
の
に
、
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、ど
う
活
用
し
て
い
く
か
が
課

題
で
し
た
。
わ
か
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
で
し
た
の
で
、最
初
の
半

年
は
あ
ち
こ
ち
に
出
向
き
、音
楽

関
係
者
だ
け
で
な
く
地
域
の
人

た
ち
に
も
話
を
聞
き
ま
し
た
。

誰
か
と
繋
が
る
と
関
係
が
広
が

る
点
で
は
、前
の
仕
事
の
営
業
の

経
験
も
活
き
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

Ｑ
：
挫
折
し
そ
う
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
に
よ
り
、な
か
な
か

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
で
き
な
い
時
期
も
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、チ
ラ
シ
の
配
布
や
協

賛
金
に
つ
い
て
、地
域
の
人
々
に
協
力
し
て

い
た
だ
い
た
の
が
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

Ｑ
：
湖
北
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
、お
客
さ
ん
の
反
応
は
い

か
が
で
す
か
。

　

お
客
さ
ん
は
、
今
ま
で
稼
働
し
て
い
な

か
っ
た
施
設
で
、コ
ン
サ
ー
ト
を
や
る
よ
う

に
な
っ
て
喜
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。
地
域

の
皆
さ
ん
は
、想
像
以
上
に
文
化
的
な
も
の

に
触
れ
る
意
識
が
高
い
と
感
じ
ま
し
た
。

Ｑ
：
今
後
、や
り
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
が
１
回
き
り
で
終
わ
る
の

が
も
っ
た
い
な
い
の
で
、
同
規
模
の
他
の

ホ
ー
ル
で
も
開
催
で
き
る
よ
う
働
き
か
け

て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、し
ょ
う
が
い
者

の
人
た
ち
や
お
子
さ
ん
た
ち
に
も
割
引
料

金
で
案
内
し
て
お
り
、そ
ん
な
人
た
ち
が
楽

し
め
る
よ
う
な
コ
ン
サ
ー
ト
を
引
き
続
き

作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

長
浜
に
音
楽
を
届
け
る
加
藤
さ
ん
。
そ

の
活
動
で
演
奏
者
、
ホ
ー
ル
、
観
客
を
つ
な

ぐ
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

加
か と う

藤 哲
あきら

 さん
(木之本町木之本)

　　　E
エ ン モ

MMO-
・

C
コ ン サ ー ツ

oncerts

長浜に音楽を


